
1 『日本霊異記』上巻第二緑と『任氏伝』

『
日
本
霊
異
記
』
　
上
巻
第
二
縁
と
　
『
任
氏
伝
』

一
　
は
じ
め
に

井
　
黒
　
佳
穂
子

薬
師
寺
の
僧
'
景
戒
が
九
世
紀
前
半
に
編
暮
し
た
日
本
最
初
の
仏
教
説
話
集
､
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
　
(
以
下
『
霊
異
記
』
と
称

(
-
)

す
)
が
中
国
の
仏
教
説
話
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
､
既
に
大
曽
根
孝
介
氏
'
河
野
貴
美
子
氏
な
ど
先
学
諸
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
｡

大
曽
根
氏
に
よ
る
と
､
当
時
､
多
-
の
漢
籍
が
日
本
に
将
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
､
九
世
紀
後
半
の
藤
原
佐
世
撰
『
日
本
国
見
在
書
目

録
』
　
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
'
菅
原
道
真
ら
中
古
の
漢
学
者
た
ち
の
漢
詩
や
説
話
集
に
は
'
志
怪
小
説
の
引
用
や
'
翻
案
と
見
ら
れ
る

(
2
)

も
の
が
い
-
つ
も
存
在
し
て
い
る
｡
『
霊
異
記
』
も
､
そ
う
し
た
中
国
文
化
へ
の
強
い
関
心
を
も
っ
て
へ
編
纂
さ
れ
た
説
話
集
で
あ
る
こ

と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
､
河
野
氏
は
　
『
日
本
霊
異
記
と
中
国
の
伝
承
』
　
に
お
い
て
､
｢
つ
ま
り
『
霊
異
記
』
　
は
'
日
本
に
お
い
て
初
の
仏

教
説
話
集
と
し
て
成
立
し
た
わ
け
で
あ
る
が
､
そ
の
説
話
内
容
は
　
『
冥
報
記
』
　
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
'
そ
れ
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た

奇
異
譜
や
怪
異
謬
'
す
な
わ
ち
志
怪
小
説
的
な
俗
信
を
内
容
と
す
る
説
話
を
核
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

(
3
)

る
｣
と
'
『
霊
異
記
』
　
の
背
後
に
志
怪
小
説
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
｡

(
4
)

『
霊
異
記
』
　
上
巻
第
二
線
は
人
と
狐
の
異
類
婚
姻
譜
で
あ
り
､
仏
教
説
話
と
し
て
の
要
素
は
比
較
的
薄
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
本
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縁
の
主
題
に
つ
い
て
は
､
仏
教
説
話
の
見
地
か
ら
｢
狐
と
犬
の
因
果
､
人
と
狐
の
宿
縁
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
｣
と
す
る
寺
川
鼻
知
夫

(

5

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

6

)

氏
の
見
解
や
､
｢
異
類
楯
を
下
敷
き
と
し
た
恋
愛
文
学
で
あ
る
｣
と
す
る
守
屋
俊
彦
氏
の
見
解
が
あ
る
｡
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
､
丸
山
顛

徳
氏
は
｢
『
霊
異
記
』
　
の
話
は
六
朝
志
怪
小
説
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
狐
の
伝
承
の
上
に
､
唐
代
伝
寄
小
説
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
恋
愛
の
対

(
7
)

象
と
し
て
の
狐
が
加
え
ら
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｣
と
本
線
の
成
立
に
漢
籍
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
｡

志
怪
小
説
と
は
､
｢
怪
異
を
志
　
(
し
る
)
　
す
｣
意
で
､
中
国
の
六
朝
時
代
か
ら
唐
代
ま
で
の
不
思
議
な
出
来
事
や
､
超
現
実
的
な
話
を
記

(
8
)

録
し
た
も
の
を
指
す
｡
事
実
性
を
重
要
視
し
､
叙
述
が
少
な
-
､
断
片
的
な
も
の
が
多
い
｡
志
怪
小
説
が
単
純
な
記
録
性
を
基
本
的
性

格
に
持
つ
の
に
対
し
､
伝
書
小
説
は
読
者
に
読
ま
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
創
作
性
を
基
本
的
性
格
に
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
｡

(
9
)

建
中
二
年
　
(
七
八
一
)
　
沈
既
済
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
　
『
住
民
伝
』
　
は
'
唐
代
伝
奇
小
説
の
代
表
的
な
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｡
住
民

と
い
う
狐
が
貧
乏
な
郷
六
と
い
う
若
者
と
結
婚
し
'
住
民
の
献
身
的
な
愛
情
と
'
卓
越
し
た
能
力
に
よ
っ
て
､
次
第
に
豊
か
に
な
る
｡
や

が
て
､
武
官
に
採
用
さ
れ
て
地
方
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
郷
は
､
嫌
が
る
住
民
に
頼
み
込
み
'
共
に
任
地
へ
と
赴
く
が
､
そ
の
途

中
'
馬
晃
で
住
民
は
猟
犬
に
襲
わ
れ
'
噛
み
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
｡
当
時
､
『
住
民
伝
』
　
が
受
容
さ
れ
た
こ
と
は
､
唐

代
に
成
立
し
た
　
『
玉
堂
聞
話
』
　
｢
民
婦
｣
　
に
｢
住
民
説
｡
豊
虚
也
哉
｣
と
あ
る
こ
と
や
､
散
逸
し
て
残
っ
て
い
な
い
が
､
中
唐
の
詩
人
で

あ
る
白
楽
天
が
'
『
住
民
伝
』
を
題
材
に
､
『
住
民
怨
歌
行
』
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
だ
ろ
う
｡

こ
の
　
『
住
民
怨
歌
行
』
　
は
小
島
憲
之
氏
に
よ
る
と
､
承
和
六
年
　
(
八
三
九
)
　
に
遣
唐
使
､
藤
原
常
嗣
の
帰
朝
に
際
し
て
将
来
さ
れ
た
ら

(10)

し
-
'
寛
平
五
年
　
(
八
九
三
)
　
成
立
の
　
『
新
撰
万
葉
集
』
　
に
は
､

秋
之
野
野
草
之
裸
欺
花
薄
穂
丹
出
手
招
袖
砥
見
場
濫

棒
日
遊
人
愛
二
遠
方
一
道
造
埜
見
二
産
荘
･

白
花
揺
動
似
二
招
袖
一
疑
是
鄭
生
住
民
芳
(
上
巻
秋
十
)
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努
鴬
丹
見
芝
人
丹
思
緒
属
染
手
心
幹
許
曽
下
丹
焦
礼

住
民
顔
阜
窃
梯
宜
　
　
　
粉
黛
不
レ
無
レ
眉
似
レ
柳

(
‖
)

宋
砂
不
レ
企
唇
如
レ
丹
　
心
思
肝
属
猶
胸
焦
　
(
巻
下
恋
二
十
)

と
住
民
の
物
語
に
取
材
し
た
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
し
'
十
世
紀
の
半
ば
に
､
大
江
維
時
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
　
『
千
載
佳
句
』
　
四
四
二

(12)

･
八
九
七
に
も
､
｢
燕
脂
漠
々
桃
花
浅
'
青
黛
微
々
柳
葉
新
｣
｢
玉
爪
蒼
鷹
雲
際
滅
'
素
牙
黄
犬
革
頭
飛
｣
と
､
『
住
民
怨
歌
行
』
　
の
逸
文

が
み
え
る
｡

『
住
民
伝
』
が
い
つ
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
｡
し
か
し
'
大
江
匡
房
が
康
和
三
年
(
一
一
〇
一
)
　
に
記
し
た
　
『
狐

明
記
』
　
に
は
住
民
の
名
が
あ
る
｡

鳴
呼
､
狐
嫡
変
異
､
多
載
二
史
籍
l
､
段
之
姐
己
､
為
二
九
尾
狐
l
r
住
民
為
二
人
妻
1
'
到
二
於
馬
蒐
二
為
レ
犬
被
レ
獲
'
或
破
二

邸
生
業
一
㌧
或
読
二
古
家
書
1
 
'
戎
為
二
紫
衣
公
l
到
レ
県
､
許
二
其
女
屍
1
 
､
事
在
二
偶
儀
一
､
未
二
必
信
伏
一
､
今
於
我
朝
､
正
見
二
其

(13)

妖
1
 
'
錐
レ
及
二
李
葉
一
､
怪
異
如
レ
古
'
偉
哉
｡

建
保
七
年
　
(
一
二
一
九
)
　
に
編
ま
れ
た
　
『
続
古
事
談
』
　
に
も
｢
白
楽
天
ノ
遺
文
ノ
､
文
集
ニ
イ
ラ
ザ
ル
ア
リ
｡
ソ
ノ
中
二
住
民
行
卜
云

(

1

4

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

1

5

)

フ
モ
ノ
ア
リ
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
､
住
民
の
物
語
は
日
本
で
も
長
-
享
受
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
｡

今
回
は
　
『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
と
　
『
住
民
伝
』
を
比
較
し
､
そ
の
周
辺
の
作
品
も
併
せ
て
見
る
こ
と
で
､
日
本
の
狐
女
房
薄
が
ど
の

よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
へ
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
｡
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二
　
中
国
に
お
け
る
狐
女
房
謬

美
女
に
変
身
し
た
狐
が
男
を
惑
わ
す
と
い
う
話
は
六
朝
時
代
に
は
既
に
み
え
る
｡
『
玄
中
記
』
｢
説
狐
｣
に
は
'
｢
狐
五
十
歳
｡
能
変
化

畢
海
人
一
｡
百
歳
夢
妻
女
1
.
夢
一
神
韮
㌦
或
夢
丈
夫
一
撃
女
人
一
交
接
｡
能
知
一
手
里
外
事
㌦
善
盛
魅
｡
使
二
人
迷
惑
失
一
レ

(16)

管
.
千
歳
即
興
レ
天
通
｡
夢
夷
狐
･
 
｡
出
玄
中
記
｣
と
あ
り
､
年
を
経
た
狐
が
人
間
に
変
身
し
て
怪
異
を
な
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ

う
だ
｡

東
晋
(
三
1
七
-
四
二
〇
)
　
の
干
宝
が
編
纂
し
た
と
さ
れ
る
　
『
捜
神
記
』
　
｢
五
気
変
化
｣
に
は
､
｢
千
歳
之
雑
'
入
レ
海
鳥
レ
寮
｡
百
年
之

雀
､
入
レ
海
鳥
レ
蛤
｡
千
歳
之
塾
窺
､
能
輿
レ
人
語
｡
千
歳
之
狐
､
起
為
二
美
女
一
｡
千
歳
之
蛇
､
噺
而
復
績
｡
百
年
之
鼠
'
而
能
相
-
｡

敏
之
至
也
｣
と
あ
-
､
あ
る
年
数
を
経
る
と
変
化
す
る
も
の
と
し
て
､
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
､
そ
の
中
で
千
歳
の
狐

は
美
女
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
｡
同
じ
-
『
捜
神
記
』
　
｢
陳
羨
｣
　
に
登
場
す
る
狐
は
男
性
を
誘
惑
す
る
美
女
と
な
っ
て
い
る
｡

後
漠
建
安
中
｡
柿
団
郡
陳
羨
為
二
西
海
都
尉
T
｡
其
部
曲
士
霊
孝
無
レ
故
逃
レ
去
.
羨
欲
レ
殺
レ
之
｡
居
無
何
｡
孝
復
逃
走
｡
羨
久

不
レ
見
｡
囚
1
其
婦
㌦
其
婦
賓
封
｡
羨
日
｡
是
必
魅
賂
レ
去
｡
普
二
求
‥
レ
之
｡
因
野
哀
騎
数
十
一
｡
領
二
猟
犬
㌦
周
旋
子
城
外

求
素
｡
果
見
レ
孝
二
干
空
家
中
1
｡
聞
二
人
犬
啓
一
怪
遊
｡
羨
便
二
人
扶
レ
以
韓
一
.
其
形
頗
象
レ
狐
夷
｡
略
不
二
復
興
レ
人
相
藤
一
.

但
噂
呼
索
二
阿
紫
一
｡
阿
紫
雌
狐
字
也
｡
後
十
除
目
｡
乃
稽
碑
了
察
｡
云
｡
狐
始
来
時
｡
子
屋
曲
角
鶏
難
棲
間
作
二
好
婦
形
一
｡
自

稀
二
阿
紫
一
.
招
レ
我
｡
如
レ
此
非
レ
1
.
忽
然
便
随
去
｡
即
為
レ
妻
.
暮
祝
典
共
畢
真
家
1
.
遇
レ
狗
不
レ
覚
｡
云
｡
饗
無
レ
比
也
｡

道
士
云
｡
此
山
魅
｡
狐
者
先
古
之
淫
婦
也
｡
名
目
阿
紫
.
化
為
レ
狐
｡
故
其
怪
多
自
稀
二
阿
紫
丁
也
｡
出
捜
神
記

本
文
末
尾
に
は
｢
此
山
魅
.
狐
者
先
古
之
淫
婦
也
｡
名
目
阿
紫
｡
化
寓
狐
｡
故
其
怪
多
自
稲
阿
紫
也
｣
と
あ
り
､
狐
の
出
自
を
古
代
の
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淫
婦
と
し
て
い
る
が
､
そ
の
詳
し
い
由
来
は
不
明
で
あ
る
｡
西
岡
晴
彦
氏
は
､
阿
紫
が
漠
代
の
　
『
楚
辞
』
　
｢
天
間
｣
　
に
み
ら
れ
る
翠
の
妻
'

L
L
;
)

純
狐
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
､
古
代
の
淫
婦
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
の
だ
と
し
て
い
る
が
､
よ
-
わ
か
ら
な
い
｡

こ
の
　
｢
阿
紫
｣
と
同
じ
よ
う
な
話
は
､
日
本
に
も
存
在
し
て
散
逸
し
て
残
ら
な
い
が
､
『
扶
桑
略
記
』
寛
平
八
年
九
月
所
引
の
　
『
善
家

秘
記
』
　
や
'
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
六
｢
備
中
国
賀
陽
良
藤
､
為
狐
夫
得
観
音
助
語
第
十
七
｣
､
金
沢
文
庫
本
『
観
音
利
益
集
』
､
御
伽(

川
)

草
子
『
狐
の
草
子
』
　
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
｢
阿
紫
｣
　
の
影
響
を
受
け
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
'
大
曽
根
章
介
氏
が
指
摘

す
る
よ
う
に
'
『
善
家
秘
記
』
を
編
纂
し
た
三
善
清
行
が
'
『
捜
神
記
』
　
の
編
者
で
あ
る
干
宝
に
な
ぞ
ら
え
て
､
自
ら
を
｢
鬼
之
董
狐
｣
と

記
し
た
り
'
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
を
編
ん
だ
藤
原
佐
世
と
も
交
流
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
､
漢
籍
の
影
響
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
｡

さ
ら
に
､
八
世
紀
半
ば
に
唐
の
戴
字
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
　
『
寮
異
記
』
　
｢
李
塵
｣
は
'
西
岡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
'
『
住
民
伝
』
と

lil

共
通
す
る
要
素
が
み
ら
れ
る
｡

東
平
尉
李
慶
初
得
レ
官
｡
自
‥
東
京
.
.
之
レ
任
｡
夜
投
｣
.
敵
城
㌦
店
中
有
二
故
人
l
章
二
胡
餅
.
為
レ
業
｡
其
妻
姓
鄭
有
二
美
色
l
｡
李

日
面
悦
レ
之
｡
因
宿
二
其
舎
7
0
留
連
数
日
｡
乃
以
･
十
十
五
千
･
持
｡
.
索
胡
婦
･
｡
既
享
東
平
.
o
寵
遇
甚
至
｡
性
娩
約
｡
多
レ
楯

琴
･
風
流
▲
｡
女
工
之
事
｡
岡
レ
不
:
.
心
了
㌦
於
音
菅
特
究
-
瓦
ハ
妙
T
｡
奉
東
平
･
三
歳
.
有
二
子
1
人
･
｡
其
後
李
充
二
租
綱
1

人
レ
京
｡
輿
レ
鄭
同
還
｡
至
‥
故
城
1
0
大
倉
T
･
郷
里
l
飲
宴
｡
累
十
除
冒
.
李
催
レ
尊
敬
四
｡
鄭
固
稀
レ
疾
不
レ
起
｡
李
亦
憐
而
従
レ

之
｡
又
十
除
目
｡
不
レ
獲
レ
己
｡
事
理
須
レ
去
｡
行
至
二
郭
門
･
｡
忽
言
二
腹
痛
一
｡
下
レ
馬
便
走
｡
勢
疾
如
レ
風
｡
李
輿
･
豆
ハ
僕
数

人
一
極
レ
鰐
｡
迫
不
レ
能
レ
及
｡
便
入
‥
故
城
･
｡
韓
入
‥
易
水
郁
二
足
力
少
息
｡
李
不
レ
能
レ
括
｡
復
逐
レ
之
｡
垂
レ
及
｡
囚
人
一
･
小

穴
.
｡
極
レ
聾
呼
レ
之
｡
寂
無
レ
所
レ
唐
｡
懲
結
懐
憤
｡
言
沓
涙
下
.
曾
日
暮
｡
村
人
為
草
塞
T
･
穴
口
一
｡
還
レ
店
止
レ
宿
｡
及
レ
明
o

又
往
呼
レ
之
｡
無
レ
所
レ
見
｡
乃
以
レ
火
燦
｡
久
之
｡
村
人
葛
掘
深
敏
文
｡
見
l
･
･
牝
狐
死
･
･
穴
中
一
｡
衣
服
脱
却
如
レ
蛇
｡
脚
上
著
∴
錦
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磯
一
｡
李
歎
息
良
久
｡
方
埋
レ
之
.
蹄
レ
店
.
取
二
猟
犬
1
撃
l
其
子
1
.
子
略
不
二
驚
伯
1
｡
便
賭
レ
入
レ
都
.
寄
二
親
人
家
1
養
レ
之
｡

輸
納
華
｡
復
還
二
東
京
T
｡
婚
二
於
斎
氏
T
｡
斎
氏
常
呼
レ
李
多
面
狐
堵
T
｡
李
初
無
二
以
答
7
0
　
1
日
晩
｡
李
輿
レ
斎
携
レ
事
典
蹄
二

本
房
一
押
戯
｡
復
言
二
其
専
一
｡
忽
聞
三
堂
前
有
二
人
啓
一
｡
李
間
阿
誰
夜
来
｡
答
日
｡
君
豊
不
レ
識
二
鄭
四
娘
一
耶
｡
李
素
所
二
鐘

念
T
.
聞
二
其
言
一
｡
連
欣
然
躍
起
.
間
｡
鬼
平
人
平
｡
答
云
.
身
即
鬼
也
.
欲
レ
近
レ
之
而
不
レ
能
〇
四
娘
因
謂
レ
李
.
人
神
道
殊
｡

賢
夫
人
何
至
二
数
相
護
罵
1
｡
且
所
レ
生
之
子
｡
遠
寄
二
人
家
1
.
其
人
骨
言
二
狐
生
1
｡
不
レ
給
二
衣
食
1
.
量
不
レ
念
乎
｡
宜
三
早

多
面
育
二
九
泉
無
レ
恨
也
.
若
夫
人
云
云
相
侮
.
又
小
鬼
不
レ
収
｡
牌
レ
為
二
君
之
患
1
｡
言
畢
不
レ
見
｡
斎
遂
不
三
復
敢
説
二
其

事
一
｡
唐
天
資
未
｡
子
年
十
飴
｡
甚
無
蓋
｡

し
か
し
､
『
住
民
伝
』
　
で
は
子
供
は
誕
生
し
な
い
が
､
｢
李
麿
｣
　
で
は
子
供
を
一
人
も
う
け
て
い
る
な
ど
相
違
点
も
あ
る
こ
と
か
ら
､

『
住
民
伝
』
と
の
影
響
関
係
は
走
か
で
は
な
い
｡

三
　
大
に
よ
る
破
綻

狐
が
犬
を
恐
れ
る
と
い
う
話
は
､
｢
陳
羨
｣
　
の
他
'
志
怪
小
説
に
多
-
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
､
中
国
の
伝
承
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
｡

例
え
ば
　
『
捜
神
記
』
　
｢
張
華
｣
に
は
'

時
豊
城
令
雷
換
字
孔
章
｡
博
物
士
也
｡
来
訪
レ
華
.
華
以
二
書
生
1
白
レ
之
｡
孔
章
日
.
若
疑
レ
之
何
呼
二
猟
犬
一
試
レ
之
｡
乃
命
二
犬

以
一
試
｡
克
襲
一
博
色
㌦
狐
日
｡
我
天
生
二
才
智
一
｡
反
以
為
レ
妖
以
レ
犬
試
レ
我
｡
遮
莫
千
試
万
慮
其
能
為
レ
患
乎
｡
草
間
益
怒

日
｡
此
必
賞
妖
也
｡
聞
魅
魅
忌
レ
狗
｡
所
レ
別
者
数
百
年
物
耳
｡
千
年
老
精
不
レ
能
二
復
別
一
｡
惟
得
二
千
年
枯
木
一
照
レ
之
｡
則
形
立
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見
｡

と
あ
り
'

『
異
苑
』
　
｢
胡
道
拾
｣
　
に
は
'

胡
道
拾
｡
自
云
二
簾
陵
人
1
｡
好
二
者
築
一
撃
術
之
事
｡
僅
有
二
勝
気
1
｡
恒
以
二
名
香
一
日
防
.
唯
忌
二
猛
犬
1
｡
自
審
二
死
日
1
.

戒
二
弟
子
7
日
｡
気
絶
便
残
｡
勿
三
令
狗
見
二
我
戸
1
也
｡
死
子
山
陽
｡
欽
レ
華
｡
覚
二
棺
空
1
｡
即
開
看
｡
不
レ
見
二
戸
健
1
.
時
人

威
謂
二
狐
也
一
｡
出
異
苑

と
あ
る
｡

『
住
民
伝
』
　
で
も
､
｢
膚
宿
'
至
二
馬
晃
一
｡
住
民
東
レ
馬
居
二
其
前
㍉
鄭
子
東
レ
魔
居
二
其
後
二
女
奴
別
レ
乗
'
又
在
二
其
後
㌦
是

時
西
門
国
人
教
二
猟
狗
於
洛
川
l
 
r
　
巳
旬
日
奏
｡
適
健
二
於
道
一
､
蒼
犬
勝
二
出
於
草
間
一
｡
鄭
子
見
下
任
民
放
然
撃
一
於
地
1
 
､
復
二
本

形
l
而
南
馳
.
1
J
 
｡
蒼
犬
逐
レ
之
｡
鄭
子
随
走
叫
呼
'
不
レ
能
レ
止
｡
里
鎗
'
夢
一
大
所
一
レ
獲
｣
と
あ
る
よ
う
に
､
郷
に
懇
願
さ
れ
て
仕
方
な

-
同
行
し
た
住
民
が
､
馬
晃
で
犬
に
噛
み
殺
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
､
よ
り
悲
劇
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
｡
馬
鬼
は
場
景
妃
が
殺
害
さ

れ
た
場
所
と
し
て
有
名
で
あ
り
､
こ
の
場
所
を
持
ち
出
す
こ
と
で
沈
既
済
が
意
図
的
に
悲
劇
を
暗
示
さ
せ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
､
先
行

(20)

論
文
に
よ
る
指
摘
が
既
に
あ
る
｡
と
こ
ろ
で
中
国
で
は
狐
は
狩
の
対
象
と
さ
れ
た
｡
『
論
語
』
｢
郷
真
｣
に
は
､
｢
君
子
不
下
以
二
紺
締
一

(21)

飾
し
｡
紅
紫
不
三
以
夢
丁
喪
服
1
.
普
レ
暑
診
締
給
'
必
衰
而
出
レ
之
｡
絹
衣
美
袋
｡
素
衣
尭
桑
｡
黄
衣
狐
蓑
｡
褒
袋
長
､
短
二
右
襖
こ

と
あ
り
､
ま
た
　
『
史
記
』
　
｢
田
敬
計
完
世
家
｣
　
で
は
｢
淳
子
髭
日
'
狐
装
錐
レ
弊
､
不
レ
可
二
補
以
J
T
黄
狗
之
皮
･
 
｡
頗
忌
子
日
'
謹
受
レ

3
g
S
¶
E

令
｡
請
謹
揮
二
君
子
一
､
母
レ
雄
二
小
人
其
間
二
と
あ
る
｡
さ
ら
に
『
史
記
』
　
｢
孟
嘗
君
伝
｣
に
は
､
｢
於
レ
是
秦
昭
王
乃
止
｡
囚
｣
孟
嘗

君
1
 
'
謀
欲
レ
殺
レ
之
｡
孟
嘗
君
使
下
人
抵
1
画
王
幸
姫
一
求
上
レ
解
｡
幸
姫
日
､
妾
願
得
二
君
狐
白
裳
.
.
此
時
孟
嘗
君
有
二
一
狐
白
菜
T
 
｡

(23)

直
千
金
'
天
下
無
斐
｣
と
あ
-
､
秦
の
昭
王
に
よ
っ
て
囚
わ
れ
た
孟
嘗
君
が
幸
姫
に
助
命
を
頼
む
と
､
幸
姫
は
自
分
に
狐
白
菜
を
-
れ
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る
の
な
ら
協
力
す
る
と
言
う
｡
狐
の
皮
衣
は
狐
桑
と
呼
ば
れ
､
特
に
狐
の
股
下
の
自
宅
で
造
ら
れ
た
皮
衣
を
狐
白
菜
と
い
い
'
貴
顕
の
間

で
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
｡
狐
が
犬
､
特
に
猟
犬
を
恐
れ
る
と
い
う
発
想
は
､
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
｡

『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
で
も
､
犬
が
狐
女
房
の
正
体
を
暴
-
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
､
そ
の
展
開
は
志
怪
小
説
と
は
少
し
異
な
っ
て

い
る
｡

時
に
其
の
家
の
犬
､
十
二
月
の
十
五
日
に
子
を
生
み
き
｡
彼
の
犬
の
子
､
家
宣
に
向
ふ
毎
に
､
期
魁
ひ
睦
み
皆
み
嘩
吠
ゆ
｡
家
宣
脅

え
憤
り
て
､
家
長
に
､
｢
此
の
犬
を
打
ち
殺
せ
｣
と
告
ぐ
｡
然
あ
れ
ど
も
､
息
へ
告
げ
て
猶
し
殺
さ
ず
｡
二
月
三
月
の
頃
に
､
設
け

し
年
米
を
春
き
し
時
に
､
其
の
家
室
､
稲
春
女
等
に
間
食
を
充
て
む
と
し
て
碓
屋
に
入
-
き
｡
即
ち
彼
の
犬
､
家
宣
を
咋
は
む
と
し

て
迫
ひ
て
吠
ゆ
｡
即
ち
驚
き
漢
ぢ
恐
り
､
野
千
と
成
-
て
寵
の
上
に
登
り
て
居
り
｡

本
線
で
は
､
男
の
家
に
最
初
か
ら
犬
が
飼
わ
れ
て
い
る
｡
し
か
も
破
綻
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
､
最
初
か
ら
飼
わ
れ
て
い
る
犬
で
は
な

-
'
そ
の
犬
の
子
で
あ
る
｡
ど
う
し
て
男
の
家
に
最
初
か
ら
飼
わ
れ
て
い
る
母
犬
で
は
な
-
､
犬
の
子
が
破
綻
の
原
因
と
な
っ
た
の
か
｡

こ
の
間
題
に
つ
い
て
､
寺
川
氏
は
｢
子
犬
と
狐
の
対
立
が
前
世
の
宿
縁
と
云
う
運
命
的
対
立
と
す
れ
ば
､
元
か
ら
居
た
母
犬
で
は
な
-
､

(24)

後
に
生
ま
れ
た
子
犬
だ
け
が
家
宣
に
挑
ん
だ
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
確
か
に
'
『
霊
異
記
』
　
下
巻
第
二
線
の
よ

う
に
､
狐
と
犬
が
宿
報
に
お
い
て
殺
し
合
う
と
い
う
説
話
も
あ
る
｡
し
か
し
本
線
に
は
'
狐
と
犬
の
子
が
対
立
す
る
起
因
と
な
っ
た
事
実

が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
､
そ
う
し
た
仏
教
的
因
果
関
係
を
読
み
と
る
こ
と
は
難
し
い
｡
そ
れ
で
は
､
本
線
で
犬
の
子
を
登
場
さ
せ
て
い
る
理

(25)

由
は
何
か
と
い
う
と
､
長
野
1
雄
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
､
作
者
の
作
意
と
考
え
た
ほ
う
が
適
当
だ
と
考
え
る
.
つ
ま
り
'
最
初
か
ら
い

た
母
犬
が
正
体
を
暴
い
て
し
ま
う
と
､
狐
女
房
は
男
の
家
に
嫁
い
だ
時
点
で
'
正
体
を
見
破
ら
れ
て
し
ま
い
'
子
供
を
生
む
前
に
男
の
元

を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
-
な
る
｡
そ
う
す
る
と
､
本
線
の
始
祖
薄
と
し
て
の
意
味
を
為
さ
な
い
た
め
､
狐
女
房
に
子
供
が
生
ま
れ
た
後

で
､
破
綻
の
原
因
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
｡
子
供
が
生
ま
れ
た
時
点
で
､
狐
女
房
は
既
に
役
割
を
終
え
た
こ
と
に
な
り
､
犬
の
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子
が
登
場
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
に
､
『
霊
異
記
』
　
上
巻
第
二
線
は
中
国
の
伝
承
を
用
い
な
が
ら
も
､
そ
こ
に
意
図
的
な
改

変
を
加
え
て
成
立
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
｡

四
　
妾
･
妻
･
家
宣

『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
が
｢
狐
の
直
｣
を
語
る
始
祖
譜
で
あ
れ
ば
､
子
供
の
存
在
は
必
然
と
な
る
｡
特
に
'
異
類
楯
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
子
供
を
始
祖
と
す
る
例
は
､
『
古
事
記
』
　
上
巻
の
天
孫
火
連
理
命
と
海
神
の
娘
豊
玉
姫
と
の
間
に
生
ま
れ
た
鵜
萱
草
茸
不
合
命
や
'

(
2
)

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
巻
第
八
　
｢
緒
環
｣
　
に
見
ら
れ
る
'
祖
母
森
明
神
の
子
孫
で
あ
る
緒
方
三
郎
惟
義
､
説
経
節
『
し
の
だ
づ
ま
』
　
の

安
倍
安
名
と
葛
の
葉
と
の
間
に
生
ま
れ
た
安
倍
清
明
､
な
ど
列
挙
に
暇
が
な
い
｡
寺
川
氏
は
　
『
霊
異
記
』
　
に
仏
教
的
潤
色
が
加
え
ら
れ
て

(27)

い
る
こ
と
か
ら
､
本
線
は
始
祖
伝
承
と
し
て
の
性
格
も
'
昔
話
と
し
て
の
性
格
も
失
っ
て
い
る
と
す
る
が
､
本
文
末
尾
を
｢
三
乃
国
の
狐

の
直
等
が
根
本
是
な
り
｣
と
す
る
こ
と
か
ら
も
､
や
は
-
始
祖
薄
と
い
う
性
格
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

こ
れ
に
対
し
て
､
『
住
民
伝
』
　
で
は
郷
と
住
民
の
間
に
子
供
は
生
ま
れ
な
い
｡
そ
の
代
わ
-
'
住
民
が
能
力
を
発
揮
し
て
､
貧
し
い
邸

を
裕
福
に
す
る
と
い
う
致
富
津
の
要
素
を
持
つ
｡
ど
う
し
て
､
任
氏
と
郷
の
間
に
子
供
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
｡
そ
の
理
由
を
考
え
て
み

る
と
､
ま
ず
邸
に
は
最
初
か
ら
妻
が
存
在
し
､
あ
-
ま
で
住
民
は
妾
と
い
う
立
場
だ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
｡
官
職
を
得
た
郷
が
､

｢
時
都
子
万
有
二
妻
室
l
 
'
雄
三
童
遊
二
於
外
∴
而
夜
襲
一
於
内
一
､
多
恨
レ
不
レ
得
レ
専
∴
其
夕
1
 
｡
蒋
レ
之
レ
官
､
遊
興
一
住
民
一
倶
去
｣

と
､
昼
間
は
住
民
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
も
､
夜
は
正
妻
の
元
へ
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
い
､
住
民
と
共
に
任
地

へ
赴
こ
う
と
す
る
場
面
が
あ
る
｡
こ
こ
に
妻
と
妾
の
身
分
差
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
住
民
は
郷
と
最
初
に
出
会
っ
た
と
き
に
､
｢
住
民
日
､
可
レ
去
臭
｡
某
兄
弟
へ
名
係
.
i
.
致
坊
一
'
職
層
二
南
街
1
｡
農
興
賂
レ
出
｡
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不
レ
可
二
掩
留
T
.
乃
約
二
後
期
丁
而
去
｡
｣
と
語
っ
て
い
る
｡
敦
房
は
長
安
に
官
立
さ
れ
た
音
楽
･
歌
舞
の
教
習
所
だ
が
､
民
間
で
営
業

(28)

す
る
娼
妓
も
こ
こ
に
籍
を
置
い
て
い
た
｡
住
民
も
教
房
に
所
属
す
る
､
娼
妓
の
1
人
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
｡
郷
の
妾
と
な
っ
た
住
民
は
､

乱
暴
し
よ
う
と
し
た
釜
を
理
屈
で
退
け
た
り
､
知
恵
を
授
け
て
郷
に
金
儲
け
さ
せ
た
り
と
'
理
想
の
女
性
の
よ
う
に
振
る
舞
う
｡
し
か

し
､
唐
代
で
は
妾
を
妻
に
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
ら
し
-
､
男
子
を
生
ん
で
も
家
族
と
は
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
｡
郷
は
住
民
の
正
体
が

狐
で
あ
る
と
知
っ
て
か
ら
も
､
彼
女
を
愛
し
続
け
た
が
､
嫌
が
る
住
民
を
無
理
に
同
行
さ
せ
､
馬
鬼
で
死
な
せ
て
し
ま
う
｡
郷
の
愛
情
に

殉
じ
た
住
民
に
は
､
唐
代
の
妾
の
悲
劇
が
投
影
さ
れ
て
い
る
'
と
い
う
見
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
｡

一
方
､
『
贋
異
記
』
　
｢
李
療
｣
　
で
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
､
李
と
郷
の
間
に
子
供
が
一
人
い
る
｡
郷
は
餅
売
り
の
妻
だ
っ
た
が
､
彼
女

の
美
貌
を
愛
で
た
李
が
､
十
五
千
で
譲
-
受
け
た
｡
妻
は
妾
と
は
異
な
-
'
売
買
の
対
象
で
は
な
い
た
め
､
｢
故
人
　
(
古
-
か
ら
の
知
人
)

か
ら
買
う
｣
と
い
う
の
は
奇
妙
で
あ
る
｡
し
か
し
､
唐
代
詩
人
の
逸
話
を
記
し
た
　
『
本
草
詩
』
　
｢
情
感
｣
　
に
は
､
寧
王
李
憲
が
隣
に
住
む

併
売
-
か
ら
無
理
に
妻
を
奪
い
取
る
と
い
う
話
が
あ
る
｡

寧
王
星
貴
盛
､
寵
妓
数
十
人
｡
皆
絶
聾
上
色
｡
宅
左
有
二
責
餅
者
一
｡
妻
繊
自
明
楯
｡
王
1
見
屠
レ
目
､
厚
遺
一
一
其
夫
l
取
レ
之
｡
寵

惜
遮
レ
等
｡
還
歳
'
因
間
レ
之
､
汝
復
憶
二
餅
師
一
否
｡
黙
然
不
レ
封
｡
王
召
二
餅
師
一
､
億
レ
見
レ
之
｡
其
妻
注
視
､
讐
俣
垂
レ
頬
'

若
レ
不
レ
勝
レ
情
｡
時
王
座
客
十
鎗
人
､
皆
普
時
文
士
へ
無
レ
不
1
薩
異
一
｡
王
命
賦
レ
詩
｡
王
右
丞
維
詩
先
成
｡
莫
レ
以
二
今
時
寵
l
､

(29)

寧
忘
二
書
目
恩
一
｡
看
レ
花
満
目
涙
'
不
下
共
二
楚
王
二
三
口
上
｡

い
ず
れ
の
場
合
も
前
夫
は
併
売
-
と
な
っ
て
い
る
が
､
妻
を
買
い
取
る
男
は
｢
李
塵
｣
　
で
は
役
人
で
あ
り
､
『
本
草
詩
』
　
｢
情
感
｣
　
で
は

王
で
あ
っ
た
｡
身
分
の
低
い
者
や
貧
し
い
者
が
生
活
の
た
め
に
､
身
分
の
高
い
者
や
裕
福
な
者
へ
へ
　
や
む
を
得
ず
妻
を
売
る
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
｡
こ
の
場
合
､
妻
は
財
産
と
同
じ
扱
い
で
あ
る
｡

財
産
と
い
う
立
場
か
ら
考
え
る
と
'
急
に
小
さ
な
穴
へ
逃
げ
込
ん
だ
郷
を
火
で
壊
し
た
り
へ
正
体
が
狐
と
知
る
と
子
供
に
犬
を
け
し
か
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け
て
み
る
な
ど
､
李
の
残
酷
な
対
応
も
納
得
が
い
-
だ
ろ
う
｡
郷
や
李
は
女
た
ち
の
正
体
が
狐
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
､
慕
い
続
け

た
｡
し
か
し
､
そ
れ
は
妾
と
い
う
所
有
物
に
対
す
る
執
着
で
あ
っ
て
､
決
し
て
対
等
な
存
在
と
し
て
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
｡
当
時
の
婚
姻

制
度
を
社
会
背
景
と
し
て
､
彼
女
た
ち
の
所
有
者
で
あ
る
男
性
に
よ
り
'
悲
劇
的
な
結
末
が
も
た
ら
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
'
と
推
測
す

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

そ
れ
で
は
　
『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
｡
こ
こ
で
は
狐
女
房
は
｢
家
宣
　
(
イ
ヘ
ノ
ー
ジ
)
｣
と
呼
ば
れ
て
い
る
｡

一
般
的
に
'
家
室
は
主
婦
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
｡
だ
が
'
関
口
裕
子
氏
は
　
『
霊
異
記
』
　
の
豪
族
層
に
お
け
る
家
宣
は
､
夫

(30)

で
あ
る
家
長
と
一
対
の
統
率
者
で
あ
り
､
財
産
も
個
人
で
所
有
し
た
と
分
析
し
て
い
る
｡
だ
と
す
れ
ば
'
『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
の
狐

女
房
は
､
『
任
氏
伝
』
　
や
｢
李
庵
｣
　
の
よ
う
な
妾
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
｡
さ
ら
に
　
『
霊
異
記
』
中
巻
第
十
六
縁
は
､
貧
し
い
老
夫
婦
に

施
し
を
し
た
の
で
'
黄
金
の
宮
殿
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
た
女
と
､
老
夫
婦
に
施
す
の
を
嫌
が
っ
た
が
､
牡
堀
を
放
生
し
た

お
陰
で
､
あ
の
世
で
獄
卒
に
斬
首
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
免
れ
て
､
蘇
生
で
き
た
男
の
話
で
あ
る
｡

七
日
に
し
て
乃
ち
蘇
め
'
妻
子
に
語
-
て
言
は
-
､
｢
法
師
五
人
前
に
有
り
て
行
き
､
憂
婆
塞
五
人
'
後
に
有
-
て
行
-
｡
行
-
路

広
-
平
か
に
､
直
き
こ
と
墨
縄
の
如
し
｡
そ
の
路
の
左
右
に
､
宝
幡
を
立
て
列
ね
､
前
に
金
の
官
有
-
｡
『
い
ず
れ
の
宮
ぞ
』
と
間

ふ
｡
憂
婆
塞
'
梯
せ
て
詩
に
き
て
日
は
-
'
『
斯
は
汝
が
家
宣
の
生
れ
む
と
す
る
宮
な
り
｡
著
堰
を
養
ふ
｡
此
の
功
徳
に
因
-
て
､

是
の
宮
を
為
作
る
｡
汝
'
我
を
知
る
か
』
と
い
ふ
｡
『
知
ら
ず
』
と
答
ふ
｡
教
へ
て
日
は
-
､
『
当
に
知
る
べ
し
､
十
人
の
法
師
憂
婆

塞
は
う
汝
が
噴
ひ
放
ち
し
鳩
十
貝
な
り
』
と
い
ふ
｡
宮
門
の
左
右
に
'
額
に
一
つ
の
角
生
ひ
た
る
人
有
り
｡
大
刀
を
捧
げ
て
'
吾
が

頚
を
殺
ら
む
と
す
｡
法
師
憂
婆
塞
'
諌
め
て
我
ら
し
め
ず
.
門
の
左
右
に
蘭
し
き
餅
を
備
け
て
､
諸
人
楽
し
び
食
ふ
｡
吾
､
中
に
居

る
こ
と
七
日
､
飢
ゑ
渇
き
て
'
口
よ
り
焔
を
出
す
｡
然
る
に
言
は
-
､
『
汝
飢
ゑ
た
る
著
姫
に
施
さ
ず
し
て
､
厭
ひ
し
罪
の
報
な
-
』

と
い
ふ
｡
法
師
憂
婆
塞
､
吾
を
将
て
還
り
'
穐
見
れ
ば
乃
ち
蘇
め
た
る
な
り
け
り
｣
と
い
ふ
｡
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第
十
六
線
に
登
場
す
る
女
は
｢
家
宣
｣
で
あ
り
'
男
は
家
の
｢
偉
人
｣
と
さ
れ
て
い
る
｡
松
の
木
か
ら
落
ち
て
死
ん
だ
男
は
､
十
人
の

法
師
･
憂
婆
墓
に
導
か
れ
て
黄
金
の
宮
殿
の
前
を
通
る
｡
あ
れ
は
誰
の
住
居
か
と
尋
ね
る
男
に
'
憂
婆
塞
は
｢
斯
は
汝
が
家
宣
の
生
れ
む

と
す
る
宮
な
り
｣
と
答
え
る
｡
男
は
家
の
偉
人
で
あ
る
か
ら
､
こ
の
家
宣
を
主
婦
と
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
へ
　
や
は
-
女
主
人
と
解
釈

す
べ
き
だ
ろ
う
｡

さ
ら
に
関
口
氏
は
､
日
本
に
お
け
る
班
田
制
の
あ
-
方
が
､
中
国
の
規
定
と
は
異
な
る
こ
と
や
､
律
令
規
定
に
伴
う
諸
特
権
が
女
性
に

与
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
'
｢
女
性
が
自
ら
の
独
立
し
た
地
位
を
共
同
体
(
な
い
し
社
会
)
　
に
占
め
え
た
日
本
と
､
女
性
の
存
在
が
家
父
長

権
に
包
摂
さ
れ
て
女
性
自
ら
が
独
立
し
た
地
位
を
占
め
え
な
い
中
国
と
の
相
違
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
こ
の
こ

と
か
ら
『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
の
狐
女
房
は
､
夫
と
対
等
の
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
お
-
､
正
体
が
露
見
し
た
後
も
暫
-
は
通
い
続

け
､
自
分
の
意
志
で
去
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
の
だ
と
考
え
る
｡
そ
し
て
子
供
が
｢
狐
の
直
｣
を
名
乗
り
､
そ
れ
が
始
祖
詳
と
な
り
え
た

の
も
､
『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
の
狐
女
房
が
'
住
民
や
鄭
よ
-
ず
っ
と
高
い
地
位
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
｡

五
　
始
祖
伝
承
と
農
耕
儀
礼

こ
こ
ま
で
､
『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
の
狐
女
房
が
『
住
民
伝
』
と
は
異
な
り
'
夫
と
対
等
な
関
係
を
築
-
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
た

め
に
へ
中
国
伝
承
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
､
始
祖
詳
た
り
え
た
こ
と
を
述
べ
た
｡
そ
れ
で
は
､
こ
の
よ
う
な
伝
承
を
保
持
し
て
い
た
の

は
誰
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
｡
従
来
の
研
究
で
は
'
美
濃
地
方
に
実
在
し
た
渡
来
系
の
豪
族
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
｡
だ
が
､
｢
狐
の
直
｣

が
実
在
し
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
'
未
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
､
矢
作
武
氏
は
宋
代
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(31)

に
成
立
し
た
　
『
幽
明
録
』
　
に
あ
る
､
淳
子
衿
の
話
の
翻
案
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
し
､
寺
川
氏
も
本
線
が
　
『
幽
明
録
』
　
に
影
響
を
受
け

た
こ
と
を
指
摘
す
る
｡

晋
太
元
中
'
瓦
官
寺
仏
図
前
淳
子
拾
､
年
少
潔
白
｡
送
レ
客
至
.
･
石
頭
城
南
∴
　
逢
:
･
l
女
子
1
.
美
∴
姿
容
･
｡
給
悦
レ
之
因
訪
問
､

二
情
既
和
'
将
レ
入
二
城
北
角
T
'
共
蓋
二
欣
好
∴
便
各
分
別
｡
期
便
レ
魁
集
､
便
欲
三
結
為
･
･
杭
償
.
｡
女
日
'
得
･
l
婿
君
如
.
'

死
何
恨
｡
我
兄
弟
多
'
父
母
並
在
｡
普
レ
間
二
我
父
母
一
｡
玲
便
令
三
女
姫
間
二
其
父
母
㌦
父
母
亦
懸
二
許
之
一
｡
女
勅
二
▲
蝉
取
二
銀

百
斤
絹
百
匹
∴
助
二
幹
成
1
レ
始
｡
経
久
喜
‥
両
党
,
.
昔
レ
作
1
1
秘
書
監
一
.
明
果
牒
卒
来
召
､
車
馬
導
従
前
後
部
鼓
吹
｡
経
二
少

(
3
)

日
一
､
有
二
猟
者
過
寛
一
給
.
野
一
数
十
狗
7
.
径
突
入
､
酢
癌
及
晃
l
｡
並
成
し
鯉
.
絹
吊
金
銀
並
是
草
及
死
人
骨
蛇
魅
等
｡

し
か
し
'
『
幽
明
録
』
　
で
は
女
の
正
体
を
狸
と
し
て
い
る
｡
『
大
漢
和
辞
典
』
　
に
よ
れ
ば
｢
狸
｣
は
｢
野
猫
｣
　
の
意
で
あ
り
､
狐
で
は
な

い
｡
さ
ら
に
､
犬
が
子
供
ま
で
喰
い
殺
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
'
『
幽
明
録
』
　
の
直
接
的
影
響
を
示
唆
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
｡

ま
た
､
景
戒
の
仮
構
と
い
う
可
能
性
は
大
い
に
あ
-
う
る
と
思
う
が
､
｢
美
野
国
大
野
郡
｣
と
い
う
特
定
の
地
名
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
や
､

渡
来
系
豪
族
の
存
在
に
つ
い
て
否
定
す
る
こ
と
も
難
し
-
､
一
概
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
｡
と
も
あ
れ
､
中
国
の
狐
に
対
す
る
信
仰
が

何
ら
か
の
形
で
持
ち
込
ま
れ
'
そ
れ
が
本
縁
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
｡

唐
代
に
は
狐
を
神
と
す
る
信
仰
が
存
在
し
た
ら
し
-
'
唐
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
　
『
朝
野
愈
載
』
　
｢
狐
神
｣
　
に
は
　
｢
唐
初
巳
来
｡
百

姓
多
事
二
狐
神
㌦
房
中
祭
紀
以
乞
レ
恩
｡
食
飲
輿
レ
人
同
之
｡
事
者
非
｣
二
圭
一
｡
昔
時
有
レ
諺
日
｡
無
一
▲
狐
魅
･
 
｡
不
レ
成
レ
村
｣
と
あ

り
､
多
く
の
人
が
狐
を
神
と
し
て
配
り
'
狐
魅
な
く
し
て
は
村
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
諺
さ
え
あ
っ
た
､
と
い
う
｡

唐
代
以
前
の
狐
に
つ
い
て
､
西
岡
氏
は
｢
神
秘
的
な
畏
怖
の
対
象
｣
｢
結
婚
や
性
的
結
合
の
象
徴
｣
｢
校
賢
い
動
物
｣
｢
礼
節
を
わ
き
ま

(33)

え
た
動
物
｣
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
総
括
で
き
る
と
す
る
｡
特
に
中
国
最
古
の
詩
集
と
さ
れ
る
　
『
詩
経
』
衛
風
｢
有
狐
｣
　
に
は
狐
を
恋
人

に
な
ぞ
ら
え
た
歌
が
み
ら
れ
､
狐
が
性
的
な
印
象
を
与
え
る
動
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
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有
レ
狐
績
按

心
之
憂
臭

有
レ
狐
綴
績

心
之
憂
奏

有
レ
狐
績
露

心
之
憂
奏

在
一
一
彼
洪
梁
一

之
子
無
レ
裳

在
｣
･
彼
洪
一

之
子
無
レ
帯

在
二
彼
洪
側
一

(34)

之
子
無
レ
服

と
こ
ろ
で
､
こ
の
よ
う
な
男
女
の
交
歓
に
は
時
期
が
あ
っ
た
ら
し
-
'
『
詩
経
』
榔
風
｢
鞄
有
苦
葉
｣
　
に
は
氷
が
融
け
る
前
に
妻
を
要

る
の
が
よ
い
､
と
さ
れ
て
い
る
｡

鞄
有
二
若
葉
一

深
別
席

有
l
T
滴
済
盈
一

済
盈
不
二
濡
軌
一

錐
錐
鳴
雁

士
如
蹄
レ
妻

招
招
舟
子

人
渉
印
否

思
想
書
で
あ
る

済
有
二
探
渉
一

洩
創
掲

有
｣
‥
鴬
薙
鳴
一

雄
鳴
求
二
其
牡
一

旭
日
始
旦

迫
二
泳
未
一
レ
浮

人
渉
印
否

(3 5)

印
須
二
我
友
1

(36)

『
萄
子
』
巻
第
十
九
大
略
篇
第
二
十
七
に
も
､
｢
霜
降
逆
レ
女
､
泳
洋
殺
｡
内
十
日
一
御
｡
｣
と
あ
-
､
霜
が
降
り
る

頃
に
妻
を
迎
え
'
氷
が
溶
け
る
頃
に
は
控
え
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
'
だ
い
た
い
仲
冬
か
ら
中
春
の
頃
を
婚
姻
の
時
期
と
し
た
よ
う
だ
｡
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こ
れ
は
農
閑
期
に
あ
た
-
､
春
に
な
っ
て
農
事
が
始
ま
る
と
忙
し
-
な
る
こ
と
か
ら
'
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
発
生
し
た
と
さ
れ
る
｡

『
詩
経
』
衛
風
｢
有
狐
｣
も
ま
た
'
こ
の
よ
う
な
時
期
の
歌
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
さ
ら
に
前
漠
時
代
に
成
立
し
た
　
『
詩
経
』

(37)

の
注
釈
書
の
1
種
で
あ
る
､
『
韓
詩
外
伝
』
　
に
は
　
｢
狐
水
神
也
｣
と
あ
り
､
中
国
で
も
狐
を
水
や
農
耕
と
関
連
付
け
る
よ
う
な
信
仰
が
､

あ
る
い
は
存
在
し
た
か
も
し
れ
な
い
｡
日
本
で
も
'
狐
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
'
子
育
て
の
た
め
に
人
里
近
-
に
出
没
す
る
習
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
'
し
ば
し
ば
農
耕
儀
礼
と
も
結
び
付
け
ら
れ
て
き
た
｡
狐
を
神
健
と
す
る
伏
見
稲
荷
大
社
も
祭
神
は
宇
迦
御
魂
神
で
あ
り
'
農

耕
を
司
る
神
と
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
狐
が
稲
を
伝
え
た
と
い
う
伝
説
も
各
地
に
残
さ
れ
て
お
り
'
狐
と
農
耕
と
の
関
わ
-
は
深
い
｡

『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
も
ま
た
農
耕
儀
礼
と
深
-
関
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
､
長
野
氏
は
本
線
が
ほ
ぼ
一
年
間
の
稲
作
生
活
と
関
係
し

て
'
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
｡
狐
の
正
体
が
顕
れ
て
､
婚
姻
が
破
綻
す
る
の
を
｢
設
け
し
年
米
を
審
き
し
時
｣
と
し
た
の

も
'
こ
の
行
事
が
一
年
の
稲
作
生
活
の
区
切
り
で
あ
っ
た
か
ら
だ
'
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
.
こ
の
見
解
を
更
に
具
体
的
に
示
し
た
の

は
寺
川
氏
で
､
｢
二
㌧
　
≡
月
頃
に
年
米
を
番
い
て
い
る
碓
屋
を
事
件
の
場
と
し
て
設
定
し
た
の
は
'
収
穫
の
翌
年
一
月
か
ら
八
月
に
京
に

年
科
春
米
と
年
狙
春
米
を
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
　
(
『
田
令
』
)
'
美
濃
国
は
四
月
三
十
日
以
前
に
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
　
(
『
延
書

式
』
民
部
下
)
事
実
に
対
応
し
て
い
る
｡
美
濃
の
豪
族
の
実
生
活
に
即
し
た
具
体
的
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｣
と
述
べ
て
い

(38)
る
｡狐

は
食
料
が
乏
し
-
な
る
秋
冬
に
か
け
て
､
人
里
に
下
り
て
-
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
｡
民
俗
学
で
は
､
祖
霊
で
あ
る
山
の
神
を
田

の
神
と
し
て
迎
え
る
信
仰
が
あ
り
､
狐
も
そ
の
使
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
諸
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
守
屋
氏
は
狐
は
稲
を

豊
か
に
実
ら
せ
る
呪
力
を
持
っ
て
お
り
'
元
は
斎
屋
で
稲
の
豊
穣
を
祈
る
儀
礼
を
行
っ
て
い
た
の
が
､
次
第
に
碓
屋
へ
と
変
容
し
た
の
だ

3
税
E

ろ
う
と
述
べ
る
｡
狐
が
豊
穣
を
も
た
ら
す
か
否
か
は
別
と
し
て
､
こ
の
よ
う
な
狐
の
習
性
が
農
耕
儀
礼
と
結
び
つ
き
､
本
縁
の
基
底
に

存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
｡
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六
　
ま
と
め

『
霊
異
記
』
は
中
国
伝
承
の
影
響
を
色
濃
-
受
け
て
い
る
説
話
集
で
あ
り
､
上
巻
第
二
線
も
志
怪
小
説
な
ど
に
み
ら
れ
る
狐
妖
欝
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
｡
河
野
氏
は
大
陸
文
化
の
窓
口
で
あ
っ
た
元
興
寺
と
､
景
戒
と
の
関
係
か
ら
､
景
戒
が
帰
化

(40)

人
や
大
陸
文
化
と
接
触
し
､
そ
の
霊
異
詳
･
奇
異
薄
へ
の
興
味
か
ら
　
『
霊
異
記
』
を
編
纂
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
｡
も
ち

ろ
ん
､
景
戒
が
『
霊
異
記
』
上
巻
序
文
に
お
い
て
､
｢
何
ぞ
､
唯
し
他
国
の
伝
録
を
の
み
慎
み
て
､
白
土
の
奇
事
を
信
じ
恐
り
ざ
ら
む
や
｣

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
､
自
国
の
説
話
で
あ
る
こ
と
も
強
調
す
る
｡
中
国
説
話
の
模
倣
で
あ
-
な
が
ら
も
､
模
写
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
'

景
戒
の
自
国
に
対
す
る
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
な
い
だ
ろ
う
か
｡

『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
は
､
志
怪
小
説
な
ど
に
み
ら
れ
る
､
狐
妖
欝
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
､
日
本
化
さ
れ
た
説
話
と
し
て
成
立
し

て
い
る
｡
そ
れ
は
'
『
住
民
伝
』
が
犬
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
悲
劇
で
破
綻
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
に
対
し
､
『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
で

は
｢
家
宣
｣
と
い
う
特
殊
な
名
称
を
用
い
て
､
母
系
始
祖
薄
を
認
め
た
こ
と
に
も
顕
れ
て
い
る
だ
ろ
う
｡
こ
の
よ
う
な
､
他
者
に
よ
っ
て

排
除
さ
れ
な
い
狐
女
房
薄
は
､
次
第
に
中
国
伝
承
か
ら
も
離
れ
､
御
伽
草
子
『
木
幡
狐
』
や
説
経
節
『
し
の
だ
つ
ま
』
な
ど
'
日
本
化
さ

れ
た
狐
女
房
譜
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
-
｡
さ
ら
に
､
そ
の
主
題
も
夫
婦
の
関
係
か
ら
'
母
子
の
関
係
へ
と
移
行
し
､
稲
荷
信
仰
と
も

結
合
し
て
次
第
に
神
格
化
さ
れ
､
始
祖
評
と
し
て
の
性
質
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
｡

注
(
-
)
以
下
､
『
霊
異
記
』
本
文
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
霊
異
記
』
　
(
小
学
館
､
1
九
九
五
年
九
月
)
　
に
よ
る
｡
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(
2
)
大
曽
根
章
介
氏
は
｢
説
話
に
お
け
る
日
中
比
較
文
学
-
志
怪
小
説
を
中
心
に
し
て
-
｣
　
(
『
今
昔
物
語
集
宇
治
拾
遺
物
語
必
携
』
学

燈
社
､
一
九
八
八
年
一
月
)
　
に
お
い
て
大
納
言
源
能
有
の
五
十
の
賀
宴
に
際
し
て
､
菅
原
道
真
が
犀
風
絵
に
賦
し
た
漢
詩
に
は
､

『
列
仙
伝
』
　
『
幽
明
録
』
　
『
異
苑
』
　
『
述
異
記
』
　
の
引
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
｡

(
3
)
　
河
野
貴
美
子
『
日
本
霊
異
記
と
中
国
の
伝
承
』
勉
誠
出
版
'
一
九
九
六
年
十
月

(
4
)
河
野
貴
美
子
氏
は
｢
『
霊
異
記
』
は
編
者
景
戒
の
真
聾
な
仏
教
へ
の
信
仰
心
に
支
え
ら
れ
て
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
-
､
｢
仏
教

説
話
集
｣
で
あ
る
と
い
う
位
置
付
け
は
ゆ
る
が
な
い
｡
が
､
と
同
時
に
『
霊
異
記
』
　
の
中
に
は
仏
教
色
の
希
薄
な
､
説
話
の
タ
イ

プ
と
し
て
は
世
俗
説
話
的
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｣
と
述
べ
て
い
る
｡

(
5
)
寺
川
真
知
夫
｢
説
話
と
昔
話
･
氏
族
伝
承
-
『
霊
異
記
』
上
巻
第
二
線
の
場
合
-
｣
　
『
古
代
文
化
』
一
九
七
五
年
八
月

(
6
)
守
屋
俊
彦
『
続
日
本
霊
異
記
の
研
究
』
三
弥
井
書
店
､
1
九
七
八
年
十
1
月

(
7
)
丸
山
顛
徳
『
日
本
霊
異
記
説
話
の
研
究
』
桜
楓
社
'
一
九
九
二
年
十
二
月

(
8
)
　
｢
小
説
｣
と
い
う
言
葉
は
.
'
一
般
的
に
n
o
v
e
)
の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し
､
荘
周
(
前
四
世
紀
ご
ろ
)
　
が
著
し

た
と
さ
れ
る
　
『
荘
子
』
外
物
篇
に
は
､
｢
小
説
を
飾
り
以
て
県
令
を
干
む
る
は
､
其
の
大
連
に
於
て
､
亦
達
し
｣
と
見
え
､
｢
小

説
｣
は
些
細
な
言
説
の
意
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
珪
固
　
(
三
二
-
九
二
)
　
の
著
し
た
前
漠
王
朝
の
正
史
『
漢
書
』
芸
文
志

の
諸
子
略
で
は
､
小
説
家
を
他
家
よ
-
も
軽
視
し
て
｢
小
説
家
傍
流
は
蓋
し
稗
官
に
出
づ
｡
街
談
巷
語
､
道
徳
塗
説
者
の
造
る
と

こ
ろ
な
-
｣
と
評
し
て
い
る
｡
稗
官
と
は
政
治
の
参
考
に
す
る
た
め
に
､
民
間
の
説
話
･
物
語
な
ど
を
集
め
る
こ
と
を
任
務
と
し

た
役
人
と
さ
れ
､
そ
の
た
め
彼
等
が
集
め
た
書
物
に
は
学
術
的
根
拠
に
乏
し
い
も
の
が
多
-
､
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
｡と

こ
ろ
が
'
後
漠
以
降
に
な
る
と
情
勢
は
変
化
し
､
そ
れ
ま
で
中
央
で
独
占
さ
れ
て
い
た
思
想
や
文
化
に
も
影
響
し
､
新
興
の
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豪
族
や
貴
族
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
や
サ
ロ
ン
が
発
生
し
た
｡
さ
ら
に
､
こ
れ
ま
で
の
儒
家
思
想
へ
の
疑
念
か
ら
道
家
思
想
が

流
行
し
､
西
域
か
ら
は
仏
教
が
伝
来
し
た
｡
こ
の
よ
う
な
中
で
怪
異
を
語
る
風
潮
が
広
ま
り
､
多
-
の
六
朝
志
怪
小
説
が
著
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
9
)
以
下
'
『
住
民
伝
』
本
文
は
新
釈
漢
文
大
系
『
唐
代
伝
奇
』
　
(
明
治
書
院
､
一
九
七
1
年
九
月
)
　
に
よ
る
.

(
1
 
0
)
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
-
弘
仁
期
の
文
学
を
中
心
と
し
て
-
中
(
上
)
』
塙
書
房
､
一
九
七
三
年
一
月

(
1
 
1
)
　
『
新
編
国
家
大
観
』
私
撰
集
編
歌
集
､
角
川
書
店
'
一
九
八
四
年
三
月

(
1
 
2
)
金
子
彦
二
郎
『
平
安
時
代
文
学
と
自
民
文
集
』
芸
林
舎
､
一
九
七
七
年
五
月

(
1
 
3
)
　
日
本
思
想
大
系
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
岩
波
書
店
､
1
九
七
九
年
三
月

(
S
)
　
『
続
古
事
談
』
本
文
は
『
続
古
事
談
注
解
』
　
(
和
泉
書
院
､
1
九
九
四
年
六
月
)
　
に
よ
る
.

(
ほ
)
　
こ
の
他
に
も
藤
原
基
俊
撲
『
新
撰
朗
詠
集
』
｢
上
巻
春
･
春
雨
洗
花
顔
｣
に
｢
写
得
楊
妃
後
香
う
模
成
住
民
汗
来
唇
｣
と
あ
り
へ

『
住
民
伝
』
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
｡

(
1
 
6
)
以
下
､
本
文
に
注
の
な
い
も
の
は
　
『
太
平
康
記
』
　
(
中
華
書
局
出
版
､
一
九
六
一
年
九
月
)
　
に
よ
る
｡

(
1
 
7
)
西
岡
晴
彦
｢
<
住
民
伝
>
遡
源
考
｣
　
『
熊
本
大
学
法
文
論
叢
』
一
九
七
五
年
二
月

(
1
 
8
)
大
曽
根
章
介
｢
街
談
巷
説
と
才
学
｣
　
『
国
文
学
-
解
釈
と
教
材
の
研
究
‥
』
学
燈
社
､
1
九
七
二
年
九
月

(
1
 
9
)
　
(
1
 
7
)
論
文
に
同
じ
｡

(
g
S
)
近
藤
春
雄
｢
唐
代
小
説
に
つ
い
て
｣
『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』
　
l
九
六
七
年
十
二
月

渡
辺
精
一
｢
唐
代
小
説
｢
住
民
停
｣
札
記
｣
　
『
国
学
院
雑
誌
』
一
九
七
九
年
六
月

(
2
 
1
)
新
釈
漢
文
大
系
『
論
語
』
明
治
書
院
､
1
九
六
〇
年
五
月
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(
2
2
)
新
釈
漢
文
大
系
『
史
記
』
　
｢
世
家
中
｣
明
治
書
院
､
一
九
七
九
年
十
月

(
2
3
)
新
釈
漢
文
大
系
『
史
記
』
　
｢
列
伝
中
｣
明
治
書
院
､
一
九
九
三
年
五
月

(
2
4
)
　
(
5
)
　
論
文
に
同
じ
｡

(
2
5
)
　
長
野
一
雄
｢
美
濃
狐
｣
　
『
日
本
霊
異
記
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
'
一
九
七
七
年
十
二
月

(
2
 
6
)
　
覚
一
本
系
統
で
も
寂
光
院
本
･
西
教
寺
文
庫
本
･
龍
門
文
庫
本
･
流
布
本
に
は
章
段
名
が
な
い
｡

(
2
7
)
　
御
伽
草
子
『
木
幡
狐
』
　
で
は
､
若
君
が
三
歳
に
な
っ
た
と
き
立
派
な
犬
が
献
上
さ
れ
､
そ
れ
を
契
機
と
し
て
き
し
ゆ
御
前
　
(
狐
女

房
)
　
が
家
を
出
る
場
面
が
あ
る
｡

(
2
8
)
　
小
林
一
美
･
任
明
訳
『
大
唐
帝
国
の
女
性
た
ち
』
岩
波
書
店
､
一
九
九
九
年
五
月

(
2
9
)
　
内
山
知
也
｢
本
草
詩
校
勘
記
｣
　
『
大
東
文
化
大
学
紀
要
』
　
8
号
､
一
九
七
〇
年
二
月

(
3
0
)
　
関
口
裕
子
｢
日
本
古
代
の
家
族
形
態
と
女
性
の
地
位
｣
　
『
家
族
史
研
究
』
大
月
書
房
'
一
九
八
〇
年
十
月

(
3
 
1
)
矢
作
武
｢
『
霊
異
記
』
と
中
国
文
学
｣
　
『
日
本
霊
異
記
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
､
一
九
七
七
年
十
二
月

(
3
)
　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
巻
第
五
十
三
事
嚢
部
'
T
九
二
八
年
1
月

(
3
3
)
　
西
岡
晴
彦
｢
住
民
伝
論
1
そ
の
小
説
史
的
位
置
I
｣
　
『
中
国
文
学
研
究
』
一
九
六
六
年
十
二
月

(
3
4
)
　
漢
詩
大
系
『
詩
経
』
集
英
社
､
1
九
六
l
年
二
月

(
3
5
)
　
(
3
4
)
　
に
同
じ
｡

(
3
6
)
　
新
釈
漢
文
大
系
『
苛
子
』
明
治
書
院
､
一
九
六
九
年
六
月

(
3
7
)
　
『
太
平
御
覧
』
中
文
出
版
社
'
一
九
八
〇
年
三
月

(
3
8
)
　
寺
川
真
知
夫
『
日
本
国
規
報
善
悪
霊
異
記
の
研
究
』
和
泉
書
院
'
一
九
九
六
年
三
月
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(
3
 
9
)
　
(
5
)
　
論
文
に
同
じ
｡

(
S
)
　
(
3
)
　
論
文
に
同
じ
｡




